
20 NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 19 No. 2

†　現在，企画調整室 ＊1 IMS：3GPPで標準化されているIPベース
のコアネットワーク（＊2参照）規格．
SIP（＊14参照）やDiameter（＊24参照）
といったプロトコルを使って通信を実現
する．

＊2 コアネットワーク：交換機，加入者情報
管理装置などで構成されるネットワーク．
移動端末は無線アクセスネットワークを
経由してコアネットワークとの通信を行
う．

＊3 SOA：IT系システムのアーキテクチャの
1つ．サービス（ビジネスレベルのトラン
ザクション）に着目して機能分担するこ
とで，構築済みシステムの再利用性を高
めることができる．

1. まえがき
以前よりドコモでは，ユーザ間の

コミュニケーションに対しオペレー

タならではの付加価値を提供しよう

と検討を行ってきた．昨今のスマー

トフォンの普及により，インターネ

ットプレイヤーによるサーバクライ

アント型のサービスが増える状況

（ネットワークの土管化の加速）に

あって，ネットワークにおいてオペ

レータならではの付加価値を付与し

ようとする取組みは重要性を増して

いると言える．今回ドコモでは，そ

うしたネットワーク付加価値を提供

するサービスを，IMS（IP-Multime-

dia Subsystem）＊1化されたコアネッ

トワーク＊2上で安く・早く実現する

ことを目的として新規にサービスコ

ンポジションノード（SCN：Service

Composition Node）を導入した．

SCNの開発では，SOA（Service Ori-

ented Architecture）＊3やJava�EE

（Java platform Enterprise Edition）＊4と

いった最新のアーキテクチャに従っ

た技術を導入し，機能の再利用を容

易にする抽象化API（Application Pro-

gramming Interface）＊5を活用してコ

ストメリットのあるサービス開発を

可能にした．

また，SCNを利用した初のサービ

スとして声の宅配便サービスの開発

を行った．声の宅配便は約5,000万

人のFOMA契約ユーザに向けたコ

ンシューマサービスであり，抽象化

APIを活用して商用大規模テレコム

サービスを提供することは，世界的

に見ても先進性がある．

本稿では，SCNに導入した技術と

装置概要，および声の宅配便サービ

スの呼制御方式について解説する．

2. 従来開発の課題と
SCNにおける外部
技術導入による課
題解決

2.1 従来の開発手法の課題
従来のドコモにおけるコアネット

ワークサービス開発手法の問題点と

して，以前に開発したプログラムに

対する流用性の低さと，サービス要
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抽象化APIを活用したサービスシナリオ実行基盤を
提供するSCNの開発―声の宅配便サービスの提供―
従来のテレコム系ネットワークサービスは，複雑な呼

状態遷移を綿密に制御し，サービスを実現していた．そ

の結果，複数サービス間で共通的に利用可能な処理・機

能においても，再利用が困難であったため，開発コスト

が大きくなってしまう課題があった．これを解決するた

めに，再利用可能な機能を抽象化APIという形で切り出

し，それを制御するサービスシナリオ実行基盤装置とし

てSCNを開発した．また，SCNを利用した初のサービ

スとして声の宅配便サービスを開発し，音声コミュニケ

ーションサービスの多様化に貢献した．
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従来のテレコム系ネットワークサービスは，複雑な呼状態遷移を綿密に制御し，サービスを実現していた．その結果，複数サービス間で共通的に利用可能な処理・機能においても，再利用が困難であったため，開発コストが大きくなってしまう課題があった．これを解決するために，再利用可能な機能を抽象化APIという形で切り出し，それを制御するサービスシナリオ実行基盤装置としてSCNを開発した．また，SCNを利用した初のサービスとして声の宅配便サービスを開発し，音声コミュニケーションサービスの多様化に貢献した．



求仕様に直接関連しない機能開発

（保守機能や基盤機能）がサービス

ごとに必要となっていた2点が挙げ

られる．

�流用性の低いプログラム開発

その原因は，サービス個々に細部

にわたって事細かに特化した処理を

作っていたこと，オペレータ（企

業）として低コストを追い求め，結

果的には個別最適化に偏りすぎてし

まっていたこと，さらには従来の交

換機ベースのプログラムをシステム

更改のたびに引き継いできたことな

どの理由により，ノード内の機能を

他サービスや外部ノードから利用さ

れることを想定して設計できなかっ

たケースが多く，そのため，ノード

内部のインタフェースが独自仕様や

サービスを意識した密なインタフェ

ースになってしまうなど，結果とし

て汎用性のある機能開発が行えてい

なかった．

�サービス仕様に直接関連しない機

能（保守機能／基盤機能）に関す

る開発

従来の開発手法では，前提となる

システムのアーキテクチャに併せ，

サービス仕様とは関連のないさまざ

まな機能開発がサービスとしての開

発コストの高騰要因となっていた．

一例として，移管機能が挙げられ

る．移管機能とは加入者番号帯別に

収容する装置の設備上のリソースが

不足した際に， サービス停止する

ことなく増設設備との間で負荷を均

等化し増設するための機能である．

収容装置を旧装置から新装置に移行

させる際に新旧両方の装置間でのデ

ータ同期の仕組みや対向ノードから

の信号迂回処理などの複雑な処理が

必要となる．この機能はその複雑性

からコスト高騰要因となっており，

改善が必要であった．

2.2 外部技術を利用した課
題解決

これらの課題を解決するために，

今回SCNの開発にあたっては外部

技術を導入した．導入にあたって

は，ドコモのコアネットワークが

IMS化されたことにより，これらの

技術との親和性が高まったと考えて

いる．

�SOAとSDP＊6による流用性の高

いプログラム開発

流用性の高いプログラム開発を行

うためのアーキテクチャとして，エ

ンタープライズ分野を中心に発展し

たSOAがある．このSOAの概念を

テレコム分野に取り込んだSDP

（Service Delivery Platform）と呼ばれ

るアーキテクチャを，今回のSCN

開発では参照モデルとした．SDPは

付加価値サービス創出基盤とも呼ば

れ，既存の通話サービスやその他テ

レコムベンダが保持するサービスを

webサービス化し，さらに内外部の

webサービス化されたシステムと組

み合わせ，新しい通信サービスを開

発し実行させることを目的とした基

盤である．

�JavaEEによるプログラム開発規

模の極小化

サービス仕様に関連のないプログ

ラム開発を極小化するために，SCN

ではJavaEE 5を導入した．

これにより，複雑さを取り除き，

純粋オブジェクト指向によってアプ

リケーションの流用性を高めること

ができる．加えてJavaEEが基盤と

して保持するEJB（Enterprise Java-

Beans）＊7やJPA（Java Persistence

API）＊8を用いたトランザクション管

理機能，サービスプロファイル管理

機能，MDB（Message Driven Bean）＊9

やJMS（Java Message Service）＊10を

用いたメッセージ管理機能などを利

用することで，アプリケーション開

発領域を極小化することができる．

また同時に，JavaEE はwebサー

ビスとの融合を前提としたAPIを具

備しており，�で述べたSDPとの親

和性も高い．

さらには，今後テレコムサービス

では，ユーザによるサービスのプリ

ファレンス設定（カスタマイズ）

や，状態確認手段としてのwebアク

セスは必須であるが，JavaEE 5を採

用したことにより，Java Servlet＊11を

用いたwebアプリケーション開発が

可能となったことで，今まで以上に

ユーザフレンドリなサービス提供を

可能にした．

2.3 抽象化APIとイネーブラ
本項ではSDPの機能要素である

抽象化APIとイネーブラについて述
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＊4 Java�EE：サーバサイドJavaの開発・実
行環境の総称，規定．従来はバージョン
をJ2EE 1.2というように命名していたが，
1.5からJavaEE 5といった名称に変更にな
った．
OracleとJavaは，Oracle Corporationお
よびその子会社，関連会社の米国および
その他の国における登録商標．文中の社
名，商品名などは各社の商標または登録
商標である場合がある．

＊5 API：アプリケーションプログラムに対
して機能を提供するインタフェース．開
発者は制御ロジックとAPIコールを組み
合わせてプログラムを開発する．

＊6 SDP：SOAの概念をテレコム分野のシス
テムに応用したアーキテクチャで，構築
済みシステムの再利用性を高めることが
でき，それらを組み合わせることで多種
多様なテレコムサービスを提供すること
ができる．

＊7 EJB：J2EEで定義されたプログラムコン
ポーネント利用のためのアーキテクチャ．
Session Bean，Entity Bean，およびMes-
sage Driven Beanを含む．

＊8 JPA：リレーショナルデータベースを
Javaで扱うためのAPI仕様．

＊9 MDB：EJBの1つで，非同期通信を容易
に実装することができ，JMS（＊10参照）
との連携によって非同期のメソッドの呼
出しを可能にする．
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べる．

抽象化APIは，プロトコル信号処

理や特殊な機能処理などの複雑処理

を隠ぺいし，リクエストとレスポン

スという単純な処理によって制御す

ることを可能とする．SOAにおいて

は，抽象化APIを提供するエンティ

ティ＊12をwebサービスと呼んでい

るが，本稿では以降，このエンティ

ティをイネーブラと呼ぶ．

抽象化APIのイメージを図1に示

す．この図1ではOriginating UA

（User Agent）＊13呼処理イネーブラ

がSIP（Session Initiation Protocol）＊14

呼処理を隠ぺいしており，Parlay-X

3.0＊15のPart 2で規定されている抽

象化APIを提供している[1]．SIP呼

処理には多数の信号処理が必要であ

るが，図1においてサービスシナリ

オは，MakeCallSessionというAPIを

1回コールしただけで，発呼を制御

することができている．さらには，

SIP呼処理における信号のすれ違い，

タイムアウト，パラメータ異常など

のさまざまな準正常／異常処理をイ

ネーブラが隠ぺいする．こうした

SIP呼処理は，サービスが異なって

も共通である．したがって，新しい

サービスにおいても個々のサービス

シナリオには準正常／異常処理の作

込みが不要になるため，開発規模の

低減が可能になる．

なお，複雑な呼制御を必要とする

サービス仕様を実現するためにサー

ビスに特化したシーケンスを構築す

る必要があるケースでは，SCNを利

用したサービス開発は適さないた

め，従来ノードを利用した開発手法

を採用することになる．

2.4 SCN導入のねらい
以上のような外部技術による従来

開発の課題解決方針のもと，テレコ

ム機能をイネーブラ化して抽象化

APIによって複雑な処理を隠ぺいし

再利用性を高め，さらにJavaEEが

提供する高い開発生産性を活かすこ

とで，テレコムサービス個々の開発

規模を極小化することを目的として

SCNを導入した．

3. SCNシステム概要
SCN論理構成を図2に示す．SCN

は，APIをコールしてサービス制御
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＊10 JMS：J2EEで規定された，データを送受
信するためのAPI仕様．非同期のメソッ
ドを呼び出すのに使われる．

＊11 Java Servlet：JavaEEの機能の1つ．
HTTPやSIP（＊14参照）といった通信プ
ロトコルをJavaアプリケーションで制御
するために提供されている．

＊12 エンティティ：論理アーキテクチャにお
いて，機能を提供する構成要素．

＊13 UA：SIP（＊14参照）信号を送受信する

エンティティ．
＊14 SIP：VoIPを用いたIP電話などで利用さ

れる，IETF（Internet Engineering Task
Force）で規格化された通話制御プロトコ
ルの1つ．

＊15 Parlay-X 3.0：テレコムAPIの規格団体
Parlayグループによって規定されている．
webサービス環境で，テレコムサービス
を利用したアプリケーション開発を行う
ためのAPI仕様．
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を行うサービスシナリオと，抽象化

APIを提供するイネーブラ，および

サービス固有のユーザデータを保持

するSCN-DB＊16という3つの論理機

能から成り立つ．

サービスシナリオとは，条件分岐

ロジックとAPIコールからなるアプ

リケーションプログラムであり，

個々のサービス依存である．例えば

3種類の異なるサービスを提供する

場合には，3種類の異なるサービス

シナリオが必要になる．一方イネー

ブラは，サービス非依存であり，複

数の異なるサービスシナリオから

APIをコールされ，共通的に利用さ

れる．

言い方を変えると，サービス個別

に特化した処理，サービスごとに異

なる処理を最小化して切り出して，

サービスシナリオに集約している．

3.1 各論理機能の概要
�サービスシナリオ

SCNにおいて，サービスシナリオ

の実行環境をSCN-AS（Application

Server）と呼び，JavaEEを提供する

基盤機能と，サービス個々の処理を

行うサービスシナリオから成り立つ．

サービスシナリオは，イネーブラ

やクライアントとのインタフェース

を具備するプレゼンテーション層，

サービス仕様を実現するビジネスロ

ジック層，SCN-DBやSMSイネーブ

ラ＊17と対向するインテグレーション

層の3層に分けて構成されている．

プレゼンテーション層においては

Java ServletによるリクエストやJAX-

WS（Java API for XML-Based Web

Services）＊18によるSOAP（Simple

Object Access Protocol）＊19メッセー

ジ生成，インテグレーション層にお

いてはJPAによるRDBMS（Relation-

al DataBase Management System）＊20

とのORマッピング＊21やMDB/JMS

によるSMSの非同期送信処理など

が実装されている．また，ビジネス

ロジック層はプレゼンテーション層

に依存せず流用可能であり，例えば

音声呼処理用に作ったロジックを

webアプリケーション向けにそのま

ま流用可能となっている．

このように，それぞれの層におい

て，JavaEEが提供するAPIを活かし

た開発を行っており，JavaEEが開発

効率化に果たす役割は大きい．

�イネーブラ

SCNにはサービスシナリオのみな

らず，抽象化APIを提供するイネー

ブラも実装されている．SCNに実装

されているイネーブラとしては，

IMS網との間で3GPP（iSC-インタ

フェース）の規定に基づくSIPのイン

タワーク＊22を行い[2]，音声呼処理

を抽象化する呼制御イネーブラ，メ

ディア処理装置との間でインタワー

クを抽象化するメディア制御イネー

ブラ，およびHSS（Home Subscriber

Server）＊23との間で3GPP（Sh-イン

タフェース）の規定に基づいて

Diameter＊24信号処理を抽象化する

Diameterイネーブラ[3]がある．

SCNでは，呼制御イネーブラとメ

ディア制御イネーブラは密な連携関

係にあり，呼制御とメディア制御を

マッシュアップ＊25したAPIを提供し

ている．

�SCN-DB

SCNシステム内のDBをSCN-DB

と呼ぶ．SCN-DBは，サービスデー

タを永続的に保持するBE（Back

End）-DBと，1Callのセッションデー

タを保持するFE（Front End）-DBか

らなる．

BE-DBは保持するデータ容量が

多いこと，非常に高い耐障害性を必

要とすること，データアクセス頻度

が比較的低いことから，ディスクベ

ースのDBを採用した．

一方，FE-DBは保持するデータ

容量が比較的少ないこと，データア

クセス頻度が高くミリ秒単位の応答

時間が求められることからインメモ

リDB＊26を採用した．またセッショ

ンデータを外部装置に格納すること

によりSCN-ASのステートレス＊27化

とN-Act＊28化を実現している．

3.2 各論理機能の機能分担
のねらい

以上で述べてきたように，SCNで

はサービス制御処理を行うSCN-AS

にはデータを保持せず，永続データ

を格納するBE-DB，セッションデ

ータを格納するFE-DBというように

物理装置を分けている．このため，

トラフィック増加による処理負荷増

加とセッションデータ増加，ユーザ

数増加による永続データ増加に対し
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＊16 SCN-DB：SCNシステム内のDB．
＊17 SMSイネーブラ：Parlay-X 3.0 Part.4に規

定されたSMS制御のための抽象化APIを
提供するイネーブラ．

＊18 JAX-WS：Javaで遠隔プログラム呼出し
を行うためのAPI仕様．

＊19 SOAP：遠隔プログラム呼出しを行うた
めのプロトコル．下位プロトコルには一
般的にHTTPが使われ，XML文書を交換
する．

＊20 RDBMS：複数の行と列からなるテーブ
ルによってデータを管理するDB管理シ
ステム．SQLをDBアクセスに用いる.

＊21 ORマッピング：オブジェクトとリレーシ
ョナルデータベースをマッピングするこ
と． JavaプログラミングにおけるDBア
クセスを簡易化できる．

＊22 インタワーク：通信システム間の相互動
作．

＊23 HSS：3GPP移動通信網における加入者

情報DBであり，認証情報および在圏情報
の管理を行う．

＊24 Diameter：RADIUS（Remote Authentica-
tion Dial In User Service）をベースに機能
を拡張したプロトコルで，IMSにおける
認証／認可／アカウンティングに利用さ
れる．
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て，それぞれ独立して設備設計を行

うことが可能である．また，永続デ

ータを格納するBE-DBについては

ストレージ増設時のデータ配備均等

化が，DBの機能によりサービスシ

ナリオに隠ぺいして実行されるた

め，移管対応のプログラム開発が不

要になり，運用対応としての移管作

業も不要になる．

3.3 SCN外部APIの利用
今回，SCNを利用した最初のサー

ビスである声の宅配便サービスに向

けてSMS送信機能が必要であった

ため，SCNの外部にSMSイネーブ

ラを開発した．これは既存ノードを

イネーブラ化したもので，SMSC

（SMS Center）＊29機能を提供してい

たMPN（Media Processing Node）＊30

に機能追加を行い，Parlay-X 3.0の

Part.4で規定された“Short Messaging”

の抽象化API[4]を提供する．

つまりSCNのサービスシナリオ

は，SCN内外の区別なく抽象化API

を組み合わせてサービスを提供する

ことができる．

4. 声の宅配便サービス
声の宅配便サービスはドコモ網内

の声の宅配便センタを介し，非リ

アルタイムでの音声コミュニケー

ションを提供するサービスである．

4.1 本サービスの特長
本サービスは従来のメールや通

話と比較して，以下のような特長

がある．

・相手の事情を意識せず音声連

絡を行うことができる

・文字入力が不要のため，機械操

作が不慣れな比較的年配のユ

ーザ層にアプローチできる

・再生通知機能により，相手が自

分のメッセージを聞いたこと

を把握できる

・音声で伝えることにより，メー

ルに比べて温かみのあるメッ

セージを送ることができる

本サービスはすべてのFOMA音

声契約ユーザを対象としており，

申込み手続きは一切不要で利用す

ることができる．

4.2 サービス実現機能
�メッセージ録音機能

録音者は特番“（＊2020）＋相手

の電話番号”に発信することで声の

宅配便センタに接続する（図3①）．

録音者はセンタ接続後，ガイダンス

に従いメッセージの録音を行う．メ

ッセージ録音終了後，受信者に“特

番（＊2021）＋メッセージID”で構

成される発信番号が記載された録音

通知SMSが送信される（図3②）．

なお，2011年4月以降発売のフィー

チャーホン＊31については，特番を

手入力せず通常の電話帳画面にてソ

フトボタンで簡易に発信できる方法

が具備されている．

�メッセージ再生機能

受信者は録音通知SMSに記載さ

れた番号に発信することで（図3③）

録音されたメッセージを再生する．

メッセージ再生後，受信者はガイダ

ンスに従いメッセージの消去，相手

への返信（送信者への声の宅配便メ

ッセージの録音）などの操作ができ
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＊25 マッシュアップ：複数の異なるサービス
やコンテンツを組み合わせて，1つのサー
ビスを作成，提供すること．

＊26 インメモリDB：データをメモリ上に展
開保持して処理することで，DBアクセス
に対して高速な応答を可能にした．

＊27 ステートレス：データや状態を保持しな
いことを示す．入力された信号と物理的
に分かれたDBへのアクセスによって処
理を行うため，冗長化を実現する場合に

サーバ間でのデータ同期が不要となる．
＊28 N-Act：N台のサーバが並行稼動して，処

理負荷を分散する．1台のサーバで障害が
発生した場合，他のサーバで処理を引き
継ぐことが可能．

＊29 SMSC：3GPPで標準化されているSMS
のセンタサーバ．SMSの蓄積，および再
送を行う．

＊30 MPN：メディア処理ノード．ドコモのコ
アネットワークノードの1つ．音声留守

電やメロディコールといった音声メディ
アサービス，TV電話留守電のような映像
メディアサービス，などのさまざまなメ
ディアサービスを現状提供している．

＊31 フィーチャーホン：スマートフォンと対
比して，従来のiモード標準機を指す．
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る．“＊2021＋メッセージID”の発

信ではメッセージ一件ごとの再生と

なるが，一括再生用特番（＊2022）

に発信することで今まで録音された

メッセージを一括して聞くこともで

きる．

メッセージが初めて再生された場

合，送信者に対し再生通知SMSが

送信され，自分からのメッセージが

確認されたことを通知される（図3

④）．

なお，メッセージは原則録音後

720時間経過後に自動消去されるが，

保護の操作を行うことで最大5件ま

で無期限に保管できる．

�停止・開始操作機能

本サービスはFOMA音声契約ユ

ーザに契約情報なしで提供されるた

め，初期状態ではサービス利用が開

始に設定されている．設定用特番

（＊2023）に発信することでサービ

スの停止・開始，および自分が再生

した際に録音者へ再生通知SMSを

送信する機能の停止・開始を操作で

きる．表1に声の宅配便の各種SMS

をまとめた．

5. 声の宅配便実現方式
5.1 機能分担
ドコモ網におけるアーキテクチ

ャおよび機能分担を図4に示す．

IMT（International Mobile Telecom-

munication）網＊32／CSIP（Circuit

Switched IP）網＊33では，ユーザから

入力された特番（＊2020～＊2023）

を基にSCNへ接続することを判定

し（図4①），SCNへの接続である

ことが分かる情報を付与し，その

情報に従って SCNへ接続する．

SCNはSIPのみサポートしているた

め，IMT網からの信号（ISUP：

ISDN User Part＊ 34）は，MGN

（Media Gateway Node）＊35でSIPに

変換する（図4②）．MGNには，複

数のSCNアドレス情報が登録され

ており，MGNはラウンドロビン＊36

で接続先SCNを決定する．

SCNにおいて，MGNからの接続

要求は，まず呼制御イネーブラが

受信する（図4③）．呼制御イネー

ブラはSIPを終端し，録音呼である

ことを特定した後に，APIを通じて

SCN-ASにセッション起動を通知す

る（図4④）．

SCN-ASでは呼制御イネーブラか

らの通知を受けて，例えば入力さ

れた特番が＊2020であれば録音シ

ナリオを起動する．録音シナリオ

は，まず発信者のサービス利用状

態を取得するためSCN-DBへアクセ

スを行い，例えば録音件数などの

利用状態を確認する（図4⑤）．そ

の後ファミリー割引や迷惑電話判

定などを行うため，Diameterイネ

ーブラに対して契約情報を取得す

るためのAPIを起動し（図4⑥），

IPSCP＊37より契約情報を取得する

（図4⑦）．録音シナリオは，取得し

た契約情報から競合条件や課金条

件などを判断して，呼制御イネー

ブラおよびメディア制御イネーブ

ラに対してVXML＊38シナリオの起

動を通知する（図4⑧）．呼制御と

メディア制御をマッシュアップし

たAPIが起動され，U-plane接続し

て録音のガイダンスを送出するた

めに，MPN（メディアブローカ＊39）

への接続を要求し（図4⑨），SCN

～MGN間とSCN～メディアブロ

ーカ間の両方のセッションが確立

される．

MPN（メディアブローカ）は該

当VXMLシナリオ制御を実施し，

RTP（Real-time Transport Protocol）
＊40パケットをMGNに対して送出

する（図4⑩）．発信者がIMT網在

圏の場合は，MGNがATM＊41に変

換する．また，ユーザがプッシュボ
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＊32 IMT網：ドコモの3Gコアネットワークを
指し，No.7共通線信号とATM（＊41参
照）回線によって構築されている．

＊33 CSIP網：ドコモの3Gコアネットワーク
を指し，IMS化されている．IMT網と対
比的に使われる．

＊34 ISUP：加入電話ネットワークを制御する
ために使用される通信規約であるSS7
（Signaling System No.7）共通線信号方式
の一部であり，ISDNにおける接続処理を
行う．

＊35 MGN：ドコモのコアネットワークにおい
て，ISUPとSIPとの変換，およびIPと
STM（Synchronous Transfer Mode）との
変換などを行うノード．

＊36 ラウンドロビン：ネットワークの負荷分

散方式の１つ．同一の処理を行うことが
できる装置を複数用意して要求されたプ
ロセスを順番に割り振る．

＊37 IPSCP：FOMAネットワーク／PDCネッ
トワークにおいて，NMSCPと，モバイル
マルチメディアサービスを提供している
M3In（Mobile Multi-Media service Infra-
stracture）の両機能を統合し，かつ将来
のコアネットワーク内の高機能系サービ
スを制御する装置．

NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 19 No. 2

録音通知SMS

受信BOX容量オーバ 
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初めてメッセージを受信した場合に，受信者に対して声の宅
配便の概要を伝えるためのSMS

受信したメッセージを保護した際に，保護が完了したことを
通知するためのSMS
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タン操作を行う際に送出される

DTMF（Dual-Tone Multi-Frequency）
＊42についても，IMT網／CSIP網で

それぞれ方式が異なるためMGNに

て S C N でサポートする形式

（RFC2833＊43）に変換する（図4⑪）．

ユーザ終話後，呼制御イネーブ

ラおよびメディア制御イネーブラ

からAPIを介して通知を受けたシナ

リオは，録音対象者に録音があっ

たことを通知するために，MPN

（SMSイネーブラ）のSMS送信API
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＊38 VXML：自動応答システムなどで利用さ
れるXMLベースの言語．対話型アプリケ
ーションの構造をXMLで記述することが
できる．W3C（World Wide Web Consor-
tium）にて規定．

＊39 メディアブローカ：ドコモのコアネット
ワークにおいて，SCNと連携して音声や
映像といったマルチメディアサービスを
提供する論理ノード．RTP（＊40参照）
を終端する．

＊40 RTP：IETF（Internet Engineering Task
Force）で規格化されたIPネットワークを
介したリアルタイムマルチメディア伝送
用のプロトコル．

＊41 ATM：セルと呼ばれる固定長のフレーム
を逐次転送する通信方式．

＊42 DTMF：電話機のボタンや記号を，低音
と高音の各4種類の信号のうち2つを合成
した音で送る方法．

＊43 RFC2833：DTMFをRTP上で伝送するた

めの規定．
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図4 声の宅配便実現方式

N
TT

 D
O

C
O

M
O

 T
ec

hn
ic

al
 J

ou
rn

al



を起動する（図4⑫）．APIにて送信

先電話番号，SMSの文面などを指

示することができ，MPN（SMSイ

ネーブラ）は指示に従って所望の

SMS文面にて該当ユーザにSMS送

信を行う．

5.2 処理概要
声の宅配便サービスの録音を例

にしたシーケンスを図5に示す．

U-Plane（User Data Plane）＊44上の

死活監視はMGNとMPN（メディ

アブローカ）との間のRTCP（RTP

Control Protocol）＊45にて行われるた

め，呼の状態をC/U-Planeの両面で

検出する事が可能である．

6．あとがき
SCNの導入により，イネーブラが

提供する抽象化APIを活用して，こ

れまで以上にネットワークサービス

を安く・早く提供できるようになっ

た．

今後，多種多様なサービス形態に

対応するため，既存テレコム機能の

イネーブラ化や，新規イネーブラ導

入を促進し，オペレータならではの

付加価値を実現していくことが，取

組み課題となる．

さらにそういったイネーブラやサ

ービスが増えた際は，イネーブラア

クセス制御や，新サービス間での競

合制御など，ネットワークの進化に

伴う新たな機能導入についても検討

を行っていく．

文　献
[1] ETSI ES 202 504-2：“Open Service
Access (OSA); Parlay X Web Services;
Part 2: Third Party Call (Parlay X 3),”
Jun. 2007.

[2] 3GPP TS 24.229 V6.24.0：“IP multime-
dia call control protocol based on Ses-

sion Initiation Protocol (SIP) and Ses-
sion Description Protocol (SDP); Stage
3,” Dec. 2009.

[3] 3GPP TS 29.328 V6.15.0：“IP Multime-
dia (IM) Subsystem Sh interface; Sig-
nalling flows and message contents,”
Sep. 2009.

[4] ETSI ES 202 504-4：“ETSI ES 202 504-
4: Open Service Access (OSA); Parlay X
Web Services; Part 4: Short Messaging
(Parlay X 3),” May 2008.

27

＊44 U-P lane：制御信号の伝送路である
C-Planeに対して，ユーザデータの伝送
路．

＊45 RTCP：ストリーミングサーバからのデ
ータの受信状況を交換し，伝送レート制
御などを行うための通信プロトコル．音
声や映像をリアルタイムに通信すること
を目的としたプロトコルであるRTPと組
み合わせて使用する．
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